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基本的な考え方

緩和策（削減）に関しては、まず、CO2等の温室効果ガ
ス（ GHGｓ）濃度の安定化を目指す。CO2に関しては、地
球の吸収量＝世界の排出量となるまで、CO2を長期間、
継続的かつ大幅に削減する（国連条約第２条）。

しかし、濃度安定化では、気候変化は止まらず、長期
間継続する。（IPCC・WG1/AR４：後述）

このため、削減を継続し、吸収量以下に排出量を抑制
し、最終的にはゼロエミッション世界を目指す。これによ
り、大気中濃度低下を期待し、グリーンランド氷床融解
等の危険な影響を回避する。

GHGｓの削減効果が現れるには、長期間を有するため、
不可避的な気候変化に対して適応策を講ずる。

3

IPCC・WG1/AR4（2007)の概要：濃度安定化の効果

※温室効果ガス濃度を安定化しても、数世紀にわたって人為起
源の温暖化や海面水位上昇が続く。

※ B1、A1B シナリオの濃度を2100 年時点で安定化しても、
2200 年までに、全球平均気温が約0.5℃さらに上昇する。

※過去及び将来に排出されるCO2は、長期間大気に留まるため、
今後千年以上の昇温と海面水位上昇に寄与するであろう。

※全球平均気温上昇が、数千年間持続すると、グリーンランド氷
床は完全に消滅し、海面水位は約7ｍ上昇。 これは、１２万
５千年前の間氷期の気候に匹敵する。

詳細に関しては、電中研成果（文科省共生プロ
ジェクト成果）を紹介。
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グローバル化（地域格差縮小）

環境の持続可能性重視
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一次エネルギー構成と等価CO2濃度
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シナリオの温暖化予測結果≒AR4の最良予測値

全球平均年平均地上気温
21世紀における気温上昇
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Ａ２シナリオでは、安定化後も海氷減少が止まらない
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危険な人為的干渉の検討：北極海の海氷
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AR4の成果をまとめると、温暖化は生活習慣病

食事量＞代謝量が肥満の原因
食事量は排出量、体重は大気中濃度
やせるためには、食事量＜代謝量

CO2排出
量を吸収
量以下に
削減

大気中濃
度が減少

大気中濃
度が増加

出展：ビジネスイラスト（無料素材）
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改良型
原子力
発電

石炭火力＋
CCS

バイオ等
再生可能

エネルギー

電力貯蔵
システム

安定性の高い
送電線ネットワーク

日本

省エネ、効率向上

電気事業

ゼロエミッション
供給システム

スマート・グリッド
（双方向情報通信）

輸送部門

プラグインハイブリッドPHEVｓ

民生部門（家庭）
スマートメータ
ヒートポンプ
エコキュート
IH調理器

アジア諸国への技
術・システムの普及

世界のゼロエミッション構想

民生部門（ビル）
断熱構造
エスコ・ビジネス
等

石炭ガス化複合発電IGCC

（出典：東電ホームページ）

（出典：トヨタホームページ）
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気候復元の可能性
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気温上昇（産業化以降）

B1＋ゼロエミッションでは、気温は２１００年から徐々に低
下し、２２００年には２℃を下回る可能性あり。

EU削減であれ
ばほぼ２℃抑制
可能

AR4
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